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仕組みを作る

Ｅｐｉｓｏｄｅ１



霧島市のシティプロモーション目的

霧島市の魅力を新たな視点で再構築し、市のイメージを高めることにより、市民
等がまちに愛着や誇りを持ち、まちの魅力を磨き、積極的にＰＲしていくことを目指
す活動です。

・霧島市のファンをつくる

・幸せの数を増やす



３つのキーワード

持続・自走可能か？

シビックプライド

オール霧島

内でも外でも使えるフレーム・仕組みが必要

市民らが自分たちのまちに誇りを持ってＰＲできる

市民が参加したくなる、参加しやすい、一つになる旗印づくり

霧島市の魅力を探し、見つけてＰＲしていく。さらには、このまちに暮
らす幸せを感じる仕組み作りが必要。



キリシマイスター



キリシマイスター周知（広報誌）

平成２８年９月号の「広報きりしま」で４ページにわたり特集を組み、褒め合う
ことの大切さや事業への参加について呼びかけました。



キリシマイスター周知（カード）

キリシマイスターカードを20,000枚制作。イベント

や学校、希望者などに配布。その他広報誌にも添
付して、各世帯に配布しました。



キリシマイスター周知（コラボ）

特に若い世代が集まるようなイベントでカードを配ることで、拡散力のある若
い世代へのＰＲを図りました。



市民と育てる事業

節目や記念日に「褒める」ことを呼
びかけて事業の周知を図りました。

・敬老の日
・勤労感謝の日
・母の日
・父の日
・結婚記念日
・誕生日 など

「クリスマスカードで使ってみては」「年賀状で使ったら喜
ばれる」など、市民から事業提案が届きました。
「キリシマイスター事業」は、市民参画の事業であり、
市民と育てる事業にもなっています。



キリシマイスター周知（ＰＲ動画）

「褒め合う」をテーマにしたＰＲ動画を制作しユーチューブを使って配信。農家や
子どもたち、地元企業など多くの人に協力していただきました。



５年間のプランを作成

シティプロモーションの５年間の指針となる戦略プランを作成。まちの魅力をどのように磨
き発信していくか、アンケート調査やワークショップ等で出た意見を参考にして作成しました。



教育現場に展開

Ｅｐｉｓｏｄｅ２



教育の現場とコラボ（人権教育）

学校などで人権学習や毎日の帰りの時間に「褒め合う」活動を実施するなどキリシマイス
ター活動に取り組む学校が増えています。



子どもたちの幸せの数を増やす

中には、褒め合う取り組みをしてから不登校の生徒がいなくなったという報告もあ
ります。日頃の生活の中でたくさんの幸せの数が増え、それがまちへの愛着につ
ながり、将来霧島市に住み続けたいという思いにつなげていきます。



Ｅｐｉｓｏｄｅ３

ＰＲイベント開催



発進力のあるイベント開催

鹿児島空港の滑走路で、市民１００人を対象に星の観測会を開催。「世界
一のプラネタリウム」としてＰＲし、多くのメディアで紹介され、空港があるま
ち霧島市を広くＰＲしました。



発進力のあるイベント開催

東京の新丸の内ビルと大阪のあべのハルカスにある全国的にも有名なシェフ「渡邉 明」氏が
経営するＡＷキッチンで、霧島市の食材を使ったイベントを開催し、メディアでも紹介され、霧島
市の食のＰＲとイメージアップを図りました。



Ｅｐｉｓｏｄｅ４

戦略的情報発信



首都圏メディアへ情報発信

民間のノウハウとネットワークを活用して、全国版メディアが集積する首都圏のメディアに
戦略的に情報発信。さらには、市職員が首都圏メディアの担当者に直接霧島市の魅力を
ＰＲするメディアキャラバンを実施し、首都圏メディアとのネットワーク構築も図りました。
（ニュースレターを約２００媒体に配布。メディアキャラバン：テレビ２番組、雑誌２社等）



Ｅｐｉｓｏｄｅ５

セミナー＆
ワークショップ



ＰＲ力向上（職員などを対象）

情報発信力の向上を目的に、市や観光協会、商工会議所、商工会などの職員を対象に、ＰＲセ
ミナーを実施。約１００人が受講しました。
セミナーでは、広告代理店の職員からＰＲの基礎やメディアに取り上げられやすいニュースリ
リースの書き方などを学び、ＰＲ力の強化につなげました。



キリシマイスター育成（市民対象）

ポスター制作セミナー まちおこしセミナー

空き店舗が増えている商店街の店の
中から、長年経営されている４店舗のポ
スターを市民が制作しました。
店主に取材し、どのような切り口で魅
力を表現すればいいかをそれぞれが考
えてラフを作成。その中から良かった５
作品をプロのデザイナーが実際にポス
ターにしました。

班に分かれて、まちおこしのプランを考
えるセミナー＆ワークショップを実施しま
した。

市立高校の学食を使った大人のたまり
場や空き店舗を活用したイベント、各駅
に特色を作り人が集う場所にするなど
様々な提案が出され、参加者もブラン
ディングについて学ぶ機会になりました。



キリシマイスター育成（市民対象）

ＣＭ制作セミナー

企画から撮影、編集までを１日で行うＣＭ
制作セミナー＆ワークショップ。９班に別れ、
「市内の褒めたいもの」をテーマに１５秒Ｃ
Ｍを制作してもらいました。
誰でも簡単に動画が制作できるように
なった時代。その中で発信力のある動画
の作り方をプロから学ぶことで、市民を巻
き込んだ発信力向上を目指しました。

ＰＲ戦略セミナー

霧島市の代表的な魅力である「温泉」を
テーマに、話題になる企画を考えて、それ
を発信するプレスリリース作成のセミナー
＆ワークショップを実施しました。
まちの魅力をどのように切り取り、そこに
どのような付加価値を付ければ話題にな
るかなど、魅力づくり・情報発信を学ぶ機
会になりました。



Ｅｐｉｓｏｄｅ６

霧島市応援店



霧島市応援店展開

霧島市を応援していただけるお店を「霧島市応援店」に認定。応援店の認定プレートやミニ
のぼり、ポスター、ポップなどを配布しました。
応援店では、その他にも霧島市のパンフレットやチラシなどを設置していただいています。



Ｅｐｉｓｏｄｅ７

成 果



市役所にもたくさんのカードが集まった

キリシマイスターカードが活用され、「霧島市の新たな魅力を知るきっかけになった」という声も
届いています。また、それぞれの褒めたい霧島市の魅力を多くの人に共有するために、広報誌
にキリシマイスターコーナーを設け、毎号、市民に登場してもらって紹介しています。



教育の現場で広がる

「小さなキリシマイスター」
が霧島市を修学旅行先で
ＰＲしました。

子どもたちのまちへの愛着度を高
めるために出前授業を実施。

陵南小学校では、出前授業で霧島
市の魅力を学び、それを基に手作り
の観光パンフを作成。

さらに、霧島ふるさと大使によるＰ
Ｒの仕方についても授業を受け、10

月に行われた修学旅行先の熊本市
内で、通行人に手作りのパンフレッ
トを手渡して霧島市をＰＲしました。

ふるさと霧島市を盛り上げようと、
小さなキリシマイスターが頑張ってく
れました。



褒め合うＰＴＡ新聞（溝辺小学校）

褒め合う活動は、学校だけでなく保護者にも広が広がりを見せています。溝辺小学
校では、ＰＴＡ新聞で「親子で褒め合おう」をテーマに集めたキリシマイスターカードを掲
載した特集を掲載。掲載できなかった約200枚のカードは学校内に掲示しました。
２学期のＰＴＡ新聞では、親子で地域を褒め合う、３学期は親子で地域の人を褒め合
うをテーマに特集を掲載予定です。



ＰＲ動画高く評価される

キリシマイスターＰＲ動画約２８万回再生

福岡広告協会賞ＷＥＢムービー部門「金賞（１位）」獲得
全国広報コンクール動画部門「入賞」、キリシマイスター事業が企画部門「入賞」獲得



キリシマイスター事業の露出獲得

Ｈ２８年度

メディア露出２０５件
広告換算費約３億３００万円



動き出したキリシマイスター

Ｐｅｃｈａｋｕｃｈａ Ｎｉｇｈｔ
Ｋｉｒｉｓｈｉｍａ

ＳＵＧＧＡプロジェクト

霧島ガーデンプレース（市職員提案）

平成２８年度のキリシマイスターセミナー＆ワークショップを受けたメ
ンバーが平成２９年度に早速、まちの活性化につながる活動をス
タートしました。



応援店全国に６１店舗

霧島市応援店

７社６１店舗



たくさんの「キリシマイスター」がまちの魅力となって
輝き始めています。


